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在校⽣〜保護者〜OB 世代間交流プロジェクト 

第 27 回「三世代をつなぐ駒カフェ」開催の報告 
 
第 27 回「三世代をつなぐ駒カフェ（在校⽣対象）」が、2023 年 11 ⽉ 25 ⽇（⼟）13 時から
15 時まで、第２会議室にて、対⾯で開催することができた。体制に変更があった中で新た
に迎えた今回の「駒カフェ」では、6 年⽣３名と 4 年⽣１名、計４名の⽣徒が参加してくれ
た。受験に向けた話や学校⾏事の話、⼤学以降の将来の話など世代を超えて相互に語らいあ
うことができたようだ。 
 
参加者の感想 
 
1. 「駒カフェ」の存在は知っていたが、実際に来たのは初めて。とてもありがたい話を聞

けた。⼈が少なくてとても⽳場なので、こちらの話もめちゃくちゃ聞いてくれるし、と
ても⾃⼰肯定感が上がる。やはり、⼈⽣経験が⻑い⼈からお話をきくと、ためになるか
ら、いい息抜きになった。お菓⼦とジュースが無料でもらえるというのが楽しいが、そ
れ以上にお話しするのが楽しい。 

 
2. 受験期だが、久しぶりに⾊んな⼈と話すことができて、いい気分転換になった。先⽣以

外の⼈と進路について話したのは新鮮だった。 
ふさぎこみがちな今の時期には⼼が軽くなる機会だった。今度は皆さんの職業について
も⾊々聞けたらと思う。 
 

3. ⼤学や仕事のことなど将来のことを⾊々と話して、⾮常に⾯⽩かった。駒東の⼤先輩と
話せて楽しかったです！また友達を連れて来たいです。 

 
スタッフの感想 
 
1. ⾼ 3 ⽣徒 3 ⼈と常連 1 ⼈の 4 ⼈の参加で、受験が話題の中⼼になりました。 

志望校が異なる 3 ⼈は、それぞれに⾃分の進む⽅向に期待と⾃信を持っているような印
象を持ちました。 
受験を⽬前にしても、なぜその⼤学を⽬指すか、その先で何をやりたいのかという将来
の⽬標を、考える余裕を持つことを期待しました。淡くても夢を持つことは、⼒になり
ます。 
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⼤学は、多様な可能性を探求できる成⻑の場であり、⼈⽣のヒントを得る場であったと、
60 年前を振り返り、そのための礎が、駒東にあったように思い出されました。 
だぶだぶの学⽣服の中 1 で初めの頃に習った、吉⽥（矩⽅）松陰先⽣のことが思い出さ
れました。そこで、この 11 ⽉に萩の町を歩いてきました。「松下村塾」では、塾⽣の多
様性の尊重、信念を貫く真⼼などが、国を動かす⼈材を育てたと感じました。 
初代校⻑と同志の先⽣がたは、松陰先⽣の教育を⽬指していたのではないかと、通じる
ものを感じます。「聯」を前にして、お世話になった諸先⽣への感謝の気持ちを新たに
しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 今回の駒カフェには 4 名の参加者がいました。⾼校 3 年⽣は模試の後だったそうで、
⼤学（受験）への期待や不安を話してくれました。⾼校 3 年⽣の参加者は久しぶりだ
ったように思いますが、⼤学で学びたいこと、社会に出てどんなお仕事をしていきた
いのか、かなり具体的にイメージしている印象を受けました。受験や⼤学に対する不
安はもちろんあると思いますが、中⾼ 6 年間で吸収したものがしっかりと⼼と体に根
付いており、すごく“⼤⼈”だなぁと感じました。まずは受験まで、残りの時間をぜひ乗
り切って欲しいと思います。応援していますね！ 

松下村塾と聯 
⾃⾮讀萬巻書 安得爲爲千秋⼈  
⾃⾮軽⼀⼰勞 安得致兆⺠安 

中 1 の教科書 
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また、⾼校 1 年⽣の⽣徒は、ここ数ヶ⽉に体験したこと、その時に考えたことや気持
ちなどを語ってくれました。世の中思うようにならないこともあると思います。それ
を⾃分の中でどう消化して、どう乗り切ったかは、きっとこれから⽣きていく上での
⼤きな糧になるのだろうと感じさせてくれました。 

3. 呼び込みに⾏ったが、うまくいきませんでした。あああ！と思って第⼆会議室に戻っ
たらなんと３⼈の⾼３⽣徒が楽しげに会話していました。わたしも加わり和やかにい
ろいろなことを聞いて⾯⽩く興味深い時間をすごせました。三⼈とも試験後に塾へ⾏
くまでの時間つぶしのようでしたが、駒東⽣特有の賢さや親しみやすさをもってい
て、受験についても客観的に⾃分を分析していました。よかった。 
こうした空気が漂っていることが、駒カフェにとっていちばん⼤事なのかなと思える
時間でした。 
 
 

4. 事前の予約は無かったが、当⽇の⾶び込み参加の⾼ 3 ⽣ 3 ⼈と常連の⾼ 1 ⽣ 1 ⼈との
駒カフェ懇談となった。 
⾼ 3 ⽣の参加は私にとって初めて。受験勉強の息抜きに来てくれたようだが、受験を
間近に控えてのその語り⼝には受験に対して漠然した不安はあるが、⼀⽅で⾃律的な
意志を表現していて⾮常に頼もしく映った。 
⽣徒からは学校⾏事や、委員選の話、昨今の⾼ 3 ⽣の校内受験カリキュラム等を伺う
⼀⽅、OB からは過去の進路決めの話や、受験への気の持ちよう、⼤学進学後にどう考
えて今の仕事に繋がったかなどを話させてもらった。 
⽇常の話題から、進路等の真⾯⽬な話題まで、⽣徒と OB が相互に話題を振り合う形
に駒カフェの理念に近づいた雰囲気を感じた。 
「もっと早く知っていれば良かった」、「知らない⼤⼈と話せて⾯⽩かった」、「ま
た来たい」、その⾔葉には多分にお世辞の要素はあったかもしれないが、OB として⾮
常に嬉しく感じ、あっという間に駒カフェ閉店時間を迎えた。彼らの活躍に期待する
と共に、まだ会えていない若者との語らいも楽しみでならない。 
 
 

5. お集まり頂いた 3君は、多分 3 年⽣の中でも安定した展望を構築し、コツコツと準備
をするタイプで、受験への不安を努⼒で吹き⾶ばすといった印象を、快活さで表現し
ていると感じました。⾛り抜ける勢いを持っていました。 
60 年程前の受験⽣からみると極普通に⽣活するパワーに溢れています。 
いいぞ、頑張れ！とエールをおくります。理想的な受験⽣に会うことが出来ました。 
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6. 体制変更後、初めての駒カフェになりましたが、⾼ 3 の⽣徒が 3 名、⾼１の⽣徒が 1
名の合計４名が参加してくれました。⾼１の⽣徒は、リピーターで 9回⽬の参加とな
りました。とてもうれしい出来事でした。⾼ 3 の⽣徒は、⼀番忙しい時期だと思いま
すが、逆に駒カフェが良い息抜きになったようで安⼼しました。全員がリラックス
し、飲み物やお菓⼦ではなく OB との会話を⼼から楽しんでくれたと感じました。 

再⽴上げとしてはいたって順調だと思いますが、気を許さず今後に向けて更に⼯夫
し、進化する駒カフェにしていきたいと思いました。 

  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

l 駒カフェの開催報告をご覧になって興味を持ち、参加してみようかと思われた⽅は、
下記に記載の運営事務局までご連絡をお願いします。次回以降の駒カフェ開催案内メ
ールを送らせていただきます 
 

l 本校のホームページで、「駒カフェ」のバナー  をクリックすると、

駒カフェの情報を⾒ることができます。 
 

    

 
「三世代をつなぐ駒カフェ」運営事務局 
代表 眞⽊ 正喜 (駒場東邦 7 回⽣) 

連絡先 komacafe.3gens☆gmail.com  
(☆マークを＠に変更してお送りください) 
※連絡先は 2023 年 10 ⽉より上記に変更しました

駒カフェで お会いしましょう！  


